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は し が き

メチシン耐性黄色 ブ ドウ球菌(methicillinresistant

Staphylococcusaureus,MRSA)に よる院内感染は大 きな問題

であ り、その状況の把握 と院内感染の防止対策の検討 には、

MRSAの 適当な疫学的マーカーによる検討が必要である。

生物学的表現型あるいは遺伝子解析 に基づいた種 々のタイ

ピング法があるが、 プラス ミドDNA解 析 による方法は識別

能の点でやや劣 るものの、手技が比較的簡単である。

MRSAは 薬剤耐性 プラス ミドを持 っている株が多いので、

そのDNAパ ターンを検索すると同時 に薬剤感受性パ ターン

を組み合わせて調べ ることはMRSA菌 株 の疫学的検索手段

として有用 と考 えられる。本研究 は病院内で分離 される

MRSAの プラス ミ ドDNA解 析 と薬剤感受性パ ターンを同時

に検索 し、その有用性 を検討するとともに院内感染状況の

把握 と院内感染防止対策の資料 とす るものである。
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研究成果

平成3年 度 に旭川医科大 学附属病 院で分離 された

MRSA87株(85%が コアグラーゼII型)に ついて、 プラス ミ

ドプロ ファイル と薬剤感 受性試験 を行 った。 プロフ ァイル

はAか らGの7パ ター ンが得 られた。47株(54%)が プ ロフ

アイルA、10株 が プロフ アイルB、 プロフ アイルC、D、E、

F、Gが それぞれ3、1、3、1、1株 で、 プラス ミ ドを も

たない株 が21株 あ った。薬剤感受性試験 は9薬 剤 について

行 ったが、 ミノサ イ ク リン(MINO)で 感 受性株(MICO.5

0r1ｵg/ml)と 中等度耐性株(MIC40r8ｵg/ml)に 分 かれ、

分離株 数の多 い プロフ ァイルAの 株 はMINOの 感 受性パ ター

ン との組み合 わせ に よ りさ らに分類 が可能 と考 え られた。

それ に よる病棟 におけるMRSAの 分 布 をみ る と一 つの外科

病棟 にプラス ミ ドAでMINO感 受性 の株 の集積 を認 めた。 ま

た、 プラス ミ ドAでMINO耐 性 の株 は もう一 つの外 科 、脳外

科、皮膚 ・泌尿器科病棟 か ら多 く分離 され、 プラス ミ ドCの

株 は耳鼻科病棟 か らだけ分離 され た。

平成4年 度以 降 に分離 され た400株 以 上 のMRSAに つ いて

もその一部 について検 索 をすすめた ところ、 プラス ミ ドプ

ロファイルAか らプロフ ァイルBへ の流行 の変化 を認 めた。

また鹿児 島大学 医学部小 児科か ら分与 されたMRSAに つ い

て も調べ た ところ、いず れの株 も当大学 の株 とは異 なるプ

ロフ ァイル を示 した。

さ らにパ ルス フィール ド電気 泳動法 を用 いて疫学 的マー

カー としての有用性 を検 討 した ところ、 プラス ミ ドプロフ

ァイルAの 株 は10パ ター ンに分 かれ、 よ り詳細 な検 討が可

能 と考 え られた。今後 この方法 に よる疫学 的調査 を継続予

定 である。




